		別　紙
高額介護サービス費算定誤りについて（参考例）

例：難病の患者に対する医療等に関する法律に規定する「特定医療」の対象で、
非課税世帯（本人年収８０万円以下）の方
介護保険の利用者負担割合が1割、利用者負担上限額が15,000円の場合

１　算定の内容
(1) 誤った算定（現在のシステム）
	利用した
介護保険サービス
	サービス費用
総額
	介護保険給付額
（9割）
	公費負担医療
支給額
	利用者負担額
（1割）

	通所介護
	200,000円
	180,000円
	－
	20,000円（A）

	福祉用具貸与
	20,000円
	18,000円
	－
	2,000円（B）

	訪問看護
	100,000円
	90,000円
	10,000円
	0円（C）


　　
〈支給額〉　20,000円（A）＋ 2,000円（B）＋ 0円（C）－ 15,000円 ＝ 7,000円（ア）


(2) 正しい算定
	利用した
介護保険サービス
	サービス費用
総額
	介護保険給付額
（9割）
	公費負担医療
支給額
	利用者負担額
（1割）

	通所介護
	200,000円
	180,000円
	－
	20,000円　（A）

	福祉用具貸与
	20,000円
	18,000円
	－
	2,000円　（B）

	訪問看護
	100,000円
	90,000円
	7,500円
	2,500円※（C）


※利用者負担額（10,000円）のうち指定難病の医療費助成の上限額2,500円を本人が負担する

〈支給額〉　20,000円（A）＋ 2,000円（B）＋ 2,500円（C）－15,000円 ＝ 9,500円（イ）


２　追加支給額

[bookmark: _GoBack]〈差額〉　　9,500円（イ）－ 7,000円（ア）＝ 2,500円（追加支給額）
